
ピカソのドライポイント

サルタンバンクの周辺

八重樫春樹

匡泣西洋美術食1Ilがli召和41年度に購人したピカソ　　だけで、とうとう大1画面には着乎されなかった。

のドライホイント　サルダンバンク　（図1）は，　やはり同・図柄のドライホでントが作られてい

彼のいわゆる「サーカスの時代」に制作された　　る一”同じく1906年夏の未完に終った・・一レム

が，これは恐らく，令く同・図柄の水彩lllil旅　（パラ色の裸婦）（Bibl．　2．　xv．40）、そして初

芸人の家族　（図3）を版1画に再製したものであ　　期の問題作で現代絵1面1の記念碑とまでいわれる

る。　旅芸人の家族はあらゆる点から推して，　　1906－07年の　アヴィニオンの女たち　などがそ

ピカソが彼の「サーカスの時代」すなわち1905　れである，多くの場合そこには何らかの寓意が

年前’トの成果を総括しようと意図したコンポジ　加味されようとする。　ラ・ヴィーは「人生の

ションの，ひとつの試作と考えられる。このこ　　周期Cycle　of　Life」のテーマを借りて，彼の

ろのピカソの作品にしては比較的複雑な構図が　　「蒜の時代」の否定的人生観をモニュメンタ

割合よく纏められており，地’r線は高くまた水　　ルに造形化したものであった，ハーレムでも

平垂直の要素が基調となって，構成・色彩ともに　　ある種の寓意が暗示されているし，　アヴィニ

占典的な平衡を湛えた格調高い完成f乍をr測さ　オンの女たち　はその当初の1；卜画では人生にお

せている。これが偶然のスケッチではなく観念　　ける快楽と死の親近性を寓意的に表現するのが

的に構成されたものであることは，登場人物の　その目的であった、　旅芸人の家族は，　・見

いくつかのポーズが先行する彼の絵［llilデッサン　　したところでは旅芸人の・座が旅の途中で夕餉

に見出されるし，それぞれの人物が各々必然的　　の仕度をする・時の風景をスケッチしただけの

な意味内容をも・，てコンポジションに参加して　　ように見えるが，実はここでも「人生の周期」

いることからもわかる．そしてまた未完成の要　　がi三要テーマとなっていることを見逃してはな

素が多く，彩色も全体のバランスを考える程度　　らない，左側の母親の予に差し上げられた嬰児

にのみ施されているのも，明らかに予備的な習　は誕生の象徴，右側の球乗りの少女はilf春を意

作であることを物語t，ているttしかしこれは、ど　味する，この球飛りの姿のおぼつかなさは，青

ういう理山からか油彩の大画面としては果たさ　春の不安定さを暗示するのだろうか．中央左寄

れず，紙族芸人（サルタンバンクの家族）（図5）　りに繕いものをする女は恐らく生活を意味する

がこれに取って代った一　　　　　　　　　　　のだし，中央の老婆は人生の終末あるいは死を

ピカソはその初期の芸術的性癖として，あるi　象徴する．そして更に，右側から画中に登場し

定期間の造形的及び情緒的成果を人画面構成に　つつある妊婦（ドライホイントのttサルタンバ

総括を試みる。1903年のラ・ヴィー（Bibl．2．　ンク’から推測して）は，まだこのIli：に生まれ

IX．13），そしてこの旅芸人，1906年にやは　出ない生命の誕生への進行を表わしている。左

り予備習作だけに終った　水飼い場　（BibL　2．　下方に裸の幼児が二人いて，・一・方は白他方は黒

XV．40参照）一これは部分，構成ともに多くの　い色をしている。これは恐らく，旅芸人やジブ

習作を繰り返しながら，　水辺の馬’（Bibl．2．　シーの性風俗の　・面を反映したものであろう

XIV．16）というグアッシュの名品に結実した　　が，この作品にどのような寓意内容を加味して



いるかは，種々の推測は可能としても，必ずし　れた。そしてこれが必ずしも「サーカスの時代」

も明確ではない。　　　　　　　　　　　　　　閉幕の直接の原因と云わなくとも，・旅芸人（サ

「人生の周期」というテーマは，世紀末のパル　　ルタンバンクの家族）・（図5）の完成が，新しい

セローナに導入された北欧の絵画や文学を介し　段階への転身を予測させている。この大作には

て，すでにピカソには馴染み深いものであった　　相’iGに周到な準備がなされた。そしてコンポジ

（Bib1．9．　p．21参照）。このテーマは西洋で　　シ．ンの草案も，恐らくは二転三転しているも

は古くから扱われて来たもので，（P・フール　グ）と思われる。（図2）は（図3）と同名の／k旅

はこれが英国のチョーサーにまで遡ることを　　芸人の家族　と題されるデッサンだが（Bib1．2．

指摘している），特にlll：紀末には表現L義的あ　にょる），ゼルヴォスは旅芸人㌧の習作と考え

るいは象徴主義的傾向の強い北欧で流行し，　・　ており，あるいはこれが大構成の第一・案であっ

般には女性の生涯を無垢のll∫春，肉の成年，没　　たかも知れない。この（図2）と（図3）はど

落あるいは死の老年の三段階に区分してこの　　ちらが先行のものかわからないが，少くとも

「人生の周期」を象徴化したようである。ヒカ　　「サーカスの時代」総括のためのコンポジショ

ソが「1￥の時代」の頂点の1903年に描いたラ・　ンを意図したものであることは確実と思われ

ヴィー・はこのいわゆる「人生の一｛段階」方式　　る。しかし先にも述べたように，（図3）の旅

を採っていないが，やはり「人生の周期」の彼　芸人の家旗はほぼ完成を予測させながらピカ

なりのひとつの形式を考案して，1》春の虚し　ソはこれを断念し，、旅芸人㌔にとりかかった。

さ，人生のはかなさを強調している。　旅芸人　　このことを何らかの形で理解するためには，こ

の家族》は，この「人生の周期」の二度目の試　　の「サーカスの時代」及び「バラ色の時代」が初期

みであった。Kkラ・ヴィー》以来すでに三年が経　　のピカソ芸術の展開においてどのような位置を

ている。そしてここでは，人生の周期というよ　　’j・えられるかを考えて見なければならない。

りはむしろ生命の循環という要素が強く，その　　「バラ色の時代」は，ピカソが「占の時代」の

諸段階もこのテーマの一一般例よりも細分されて　文学性あるいは表現一i三義から，「ネグロ彫刻の

いる。だがしかし，ピカソが「人生の周期」の　時代」，「キュビスムの時代」の造形性へと転向

寓意をもってこの作品の中で何を云わんとする　する過渡期であった。カーンウェイレルの言葉

のかは，非常に曖昧なのである。そしてピカソ　　を借りていえば，ピカソは「バラ色の時代」に

はこれを大lllil面に描くことをやめている。　　　　おいて「情趣のリリシスムStimmunglyri一

ピカソの「サーカスの時代」は，「青の時代」　　smus」から「形態のリリシスム　Formen一

と「バラ色の時代」との接点であり「バラ色の　　lyrismus」への方向転換を徐々に進行させて

時代」の第一段階であった。「サーカスの時代」　いるのである（Bibl．11．　p．8参照）。その結果，

あるいは「アルルカンの時代」は，1904年末頃　　「パラ色の時代」は，恐らくヒ’カソの全1岬歴に

に「ll∫の時代」から至ってスムーズに移行し，　　おいて最も打情性の高い時1胡を形成することに

そして1905年夏のオランダ旅行で終止符を打た　　なったのだが，この期を更にその傾1句に従って
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細分してみると，　　　　　　　　　　　　　　乗りの少女＼（Bibl．2．　xII．19），1〈力二D（Bib1．

「サーカスの時代」（1904年末一1905年夏）　　　2．XII．20）参照）。オランダ旅行では彼は非常に

「オランダ旅行」（1905年夏）　　　　　　　　1，1：感的な裸婦を描いているC髪を結うオランダ

「マニエリスム」（1905年夏一一末）　　　　　　　女（Bibl．2．　XIII．1），’髪を1：げる裸婦⇒（Bibl．

「新古典1三義」（1905年末　1906年夏）　　　　　2．XIII．5）。ピカソがヴォラールの依頼を受けて

「イベリア彫刻の影響」（1906年夏一末）　　　　本格的なブロンズ彫刻を試みるのもこの頃であ

となる．　　　　　　　　　　　　　　　　　った。そして彼はそのいくつかをロダン風にモ

「サーカスの時代」は「占の時代」後’rのエノし・　ドレするのだが，この意味は実に亟：要である。

グレコの造形を借りたいわば「形態的表現1三義」　すなわちピカソは，対象の量的、7二体的存在性を

とでもいうべきものを，色彩・形態・情緒とも　発見するのだが，それを造形的に表現すること

に緩和しつつ，同時に群像構成に苦心しているe　がまだできないために，光の効果を借りて、7二体

ピカソは元来複雑な群像構成に得手ではない。　　を表現しようとする．事実は，彫刻の1曇憾i、フニ体

ちなみに彼の群像の傑作と云うべき　アヴィニ　感は内発的なものであって，決して光の効果に

オンの女たち　（1906－7年），ゲルニカ（1937　よって具現するものではないのだ。

年）の場合も，前者では惨謄たる苦心を経なが　　オランダ旅行後，彼は絵1画における量感的表現

らついに満足を得ていないし，後者の場合も極　をやめてしまうA彼は比較的動きのないポーズ

めて単純な構成規範に従うことによって，そし　の人物を凹lt　11の少いモドレでいくつか描き，そ

て他而ではキュビスが教えたデブ才ルマシオン　れらを種々な状況に置いてみる。ここではどの

によって，軽うじて成功を取めている．ピカソ　絵にもほとんど無味といっていいほどの平静の

芸術が本質的に志向するところは，対象特に人　　みが支配する。そうしたなかに彼は自己の造形

問への観入と同時にそれを通しての自己の内面　の原型を求めて通ったルーヴル美術館の古典彫

表現であって，対象の客観的存在性あるいはそ　刻から，人体表現の手法を借り，やがてそれは

れらの相互関係ではなかった。その意味ではキ　彼自身の新古典1三義的世界を形成してゆく。彼

ユビスムはピカソ芸術の唯一・の例外と云える。　はその集約を　水飼場いに求めようとするが，

そして純粋に造形的なもの客観的なものへと歩　　結局それを果たさぬまま，夏ピレネーlll中のス
　　　e　　　　　　　　　　　　

み寄りつつある「パラ色の時代」が，結果とし　　ヘインの村ゴソルに旅、ワ：つ。ここでも新占典主

て古典的な拝情性の強いものになることは，あ　義の一i三題と造形が追求され，その成果を《パー

る意味では当然でもあろう。ビカソはこの頃サ　　レム’という大画面の群像構成に集中しようと

一 カスの人・・（？’と実際に交際していたようである　する。だがこの頃からピカソの造形要素にそれ

し，また拳闘に非常に興味を持ち，・拳闘家や闘　　までとは異質なものが混入して来る。それは問

技士の体躯やカに驚1嘆した（Bibl．3参照）。彼　　題作1（アヴィニオンの女たち’の研究途［：で1940

は彫塑的で実在感のある彼らの肉体を，鰹奢で　年前後に明るみに出た，アルカイックなイベリ

しなやかな少女の体と対比させて表現する（・球　ア彫刻のマスクの様式であった（BibL　13．参
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照）1，これは最初，彼の占典i三義的造形と調和を　　ソがこれをやめて裸婦だけの群象構成にしたの

保って導入されたのだが，次第に人物の表情も　　も，純粋な造形面での追求で絵画が成立し得る

肉体も堅くなり，色彩も新占典i三義のテラコッ　ということ，云いかえれば，カーンウェイレル

タ調のローズから黄色味を帯びたあるいはもっ　　の云う「形態のリリシスム」がひとつの独、7二し

と褐色の強いものに変化してゆく。彼はこのア　た芸術的価1直であることを確認するとともに，

ルカイックな人体様式を介して，対象の物理的　　そうした絵画においては寓意などの文学的要素

（埴的及び空川的）イr在性を強調しようとし，更　　は不要であるばかりでなく，観照者の作品に対

にそれを絵画的必然に到達させようと努力する．する関心を分散させることになり，むしろ作品

　アヴィニオンの女たち　はこうした努力の総　　の・貫性を害するということを了解したからで

決算として（そしてあるいはマティスが1905年　　はなかったろうか，

末から1906年にかけて完成したいわゆるフォー　1905年にピカソがなぜ　旅芸人の家族，の大lllil

ヴィスムの記念碑く生きる悦び」へのアンチテ　面構成をとりやめて　旅芸人（サルタンバンク

ー ゼとして）計画されたものであった。結果と　の家族）’を「サーカスの時代」の記念碑に選

してこれは，対象の物理的存在性をひとつの絵　　んだかについても，やはり同様の推測が理解を

画的必然である二次元に翻訳したものとなり，　助けることになる。1904年4月に四度Liに・・リ

Hlr紀末にモーリス・ドニやゴーガンなどがi三張　　に出て「洗濯船」（Bateau－Lavoir）に住みつ

したように，対象表現をてきるだけ平面的に描　　いた時，彼の「1昼∫の時代」はもはや終末にさし

くことによってタブローそのものを・個の存在　かかっていた。同時にそのヘシミスムの「文学」

そのものに造りあげることを成就している。キ　　も，自己の芸術と人生のあてのない模索に裏づ

ユビスムの本質は，kffaの存在性を絵画的存在　けられた否定的な人生観も，もはや彼の芸術的

に転位し，同時に絵画作品をlli稼によっで性格　なオフセッシオンでしかなくなっていた。彼は

を賦ケされたひとつの実在として創造すること　　「1？の時代」の表現i三義D中にゴシック彫刻，

であった。従ってカーンウェイレルが指摘する　エル・グレコのマニエリスムのほか，ゴッホ，

ように，キュビスムにおいては多くの場合画而　　セザンヌなど近代絵画の先輩同11！切造形を導人

の奥に造形するのではなく，画面の前面におい　　してその造形的追求の中に自己の芸術的方向を

て造形が行われた（Bibl．11．参照）。、アヴィニ　見川し，自己の造形言語を獲得していた。彼は

オンの女たちttは，ピカソ自身にとっても多く　よりIEE富な色彩を求めてゆくのだが，油彩画に

の不満と問題点を残しながらも，このようなキ　おいてはそれは「1i∫の時代」の造形的成果を損

ユビスムの造形美学への足がかりを確i’t二してい　なわないよう，極めて注意深く，それも初めは

るのである。／・アヴィニオンの女たち　の最初の　　「青の時代」の人物の肌にすでに混入していた

計1画は，娼婦たちに囲まれた水夫と，画面左方　　ローズ系統の限られた色彩を次第に強くしてい

から死の象徴である頭骸骨をT・に登場する学生　　ったにすぎない，「バラ色の時代」は極めて必然

で構成された，ひとつの寓意画であった。ビカ　的到来であった。彼はサロン・デ・ザンデパン
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ダンやサロン・ドートンヌなどの大さな展観に　　き出しかつ円環構成を強調し，その空間的位置

は出占1，しないが，ヴォラールやスタイン兄妹が　　を確定するために右前面に婦人像を加える。そ

彼の作品を頻繁に買うようになる。ヘシミズム　　してまた群像の存在感をより強めるために，遠

の文学と表現1三義が彼自身にとって必然のもの　　景の細部を排除してしまった。

てなくな．，た今，当面する課題は形態と色彩を　　なお，「サーカスの時代」の記念碑としてはこ

より豊富にし，そこにより変化のある調和を獲　の’旅芸人（サルタンバンクの家族）・とともに・

得することであった。そしてピカソの場合，こ　現在ソヴィエトのフーシキン美術館が所蔵する

の努力は占典i三義的方向を目指し，形態と色彩　　’球喰りの少女をあげておかなければなるまい。

と情緒の安定ある調和を求めているrtここには
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図1《サルタンパンクLes　Saltimbanques》

パリ1905年　ドライポイント，紙29×32．5　cm（版面）

右下に彫込み署名：Picasso　1905

Bibl．ベルナール・ガイザー『ピカソ版画目録』

（Bernhard　Geiser：、A’cαsso，　peintre－grαveur，　catalogue

illustr6　de　Poeuvre　grav6　et　lithographi6．1899－1931，

Berne，1933（r66dition　1955）No．9＞

国立西洋美術館所蔵
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図2tt旅芸人の家族Famme　de　Bateleurs　　　Co〃．．Xlus（ie　des　Beaux・Arts　Pouchkine．　Moscou
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図3・
騨の家晒mill－1・B・rl・u・・　里，5諸謙、1諮、1論」謡麟！。、，・、；

バリ1905年墨と水彩，紙24×30・Dcm　　　　．、リ1905年油彩，カンヴァス212．8×229．6cm

右下に署名：Pic・as　so　　　　　　　　　　　　　　　右下に署名：Pi・’ass・

Colt．　The　Baltimore　Museum　of　Art・The　Cone　Co〃．　The　National　Gallery　of　Art，　Washington，

Collヒcti〔Dn　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D．　C・・Collection　Ches　ter　Dale
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